
7/16/23              ｢⼗分だったキリストの御業②｣             コロサイ 2:11-15 
  
テーマ：キリストの御業がいかに私たちにとって⼗分なものであったのか？ 
 
○完全だったキリストの御業：キリストの内に⾒出す三つの“⼗分なもの” 
 

1. 完全な救い(11-12) 
 

2. 完全な＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿(13-14) 
 
●キリストにある罪の赦し：四つの要素 
 

1) 赦しの＿＿＿＿＿＿＿(13a) 
 

▶｢罪｣(“ハマルティア”｢的を外す｣ “パラプトーマ”｢⾜を踏み外す｣) 
 
※ローマ 1:19-21 
｢それゆえ、神について知られることは、彼らに明らかです。それは神が明らかにされたのです。神の、⽬に⾒えない本
性、すなわち神の永遠の⼒と神性は、世界の創造された時からこのかた、被造物によって知られ、はっきりと認められる
のであって、彼らに弁解の余地はないのです。それゆえ、彼らは神を知っていながら、その神を神としてあがめず、感謝
もせず、かえってその思いはむなしくなり、その無知な⼼は暗くなりました。｣ 
 
※ローマ 3:10-11 
｢義⼈はいない。ひとりもいない。悟りのある⼈はいない。神を求める⼈はいない。｣ 
 
 
 
 
 
 

2) 赦しの＿＿＿＿＿＿＿(13b) 
 
※エペソ 2:4-5, 8 
｢しかし、あわれみ豊かな神は、私たちを愛してくださったその⼤きな愛のゆえに、罪過の中に死んでいたこの私たちを
キリストとともに⽣かし、−−あなたがたが救われたのは、ただ恵みによるのです−−…あなたがたは、恵みのゆえに、
信仰によって救われたのです。それは、⾃分⾃⾝から出たことではなく、神からの賜物です。｣ 
 
※テトス 3:5-7 
｢神は、私たちが⾏った義のわざによってではなく、ご⾃分のあわれみのゆえに、聖霊による、新⽣と更新との洗いをも
って私たちを救ってくださいました。神は、この聖霊を、私たちの救い主なるイエス・キリストによって、私たちに豊か
に注いでくださったのです。それは、私たちがキリストの恵みによって義と認められ、永遠のいのちの望みによって、相
続⼈となるためです。｣ 
 
※ミカ 7:18 
｢あなたのような神が、ほかにあるでしょうか。あなたは、咎を赦し、ご⾃分のものである残りの者のために、そむきの
罪を⾒過ごされ、怒りをいつまでも持ち続けず、いつくしみを喜ばれるからです。｣ 
 
 
 
 



 
3) 赦しの＿＿＿＿＿＿＿(14a) 

 
※黙⽰録 21:4 
｢彼らの⽬の涙をすっかりぬぐい取ってくださる。もはや死もなく、悲しみ、叫び、苦しみもない。なぜなら、以前のも
のが、もはや過ぎ去ったからである。｣ 
 
 
 
 
※詩篇 103:11-12 
｢天が地上はるかに⾼いように、御恵みは、主を恐れる者の上に⼤きい。東が⻄から遠く離れているように、私たちのそ
むきの罪を私たちから遠く離される。｣ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4) 赦しの＿＿＿＿＿＿＿(14b) 
 
※ヨハネ 19:19-20 
｢ピラトは罪状書きも書いて、⼗字架の上に掲げた。それには「ユダヤ⼈の王ナザレ⼈イエス」と書いてあった。それ
で、⼤ぜいのユダヤ⼈がこの罪状書きを読んだ。イエスが⼗字架につけられた場所は都に近かったからである。またそれ
はヘブル語、ラテン語、ギリシヤ語で書いてあった。｣ 
 
 
 
 
※1 ペテロ 1:24 
｢そして⾃分から⼗字架の上で、私たちの罪をその⾝に負われました。それは、私たちが罪を離れ、義のために⽣きるた
めです。キリストの打ち傷のゆえに、あなたがたは、いやされたのです。｣ 
 
 
※イザヤ 53:5 
｢しかし、彼は、私たちのそむきの罪のために刺し通され、私たちの咎のために砕かれた。彼への懲らしめが私たちに平
安をもたらし、彼の打ち傷によって、私たちはいやされた。｣ 
 
 
 
 
 
 
※ガラテヤ 6:14 
｢しかし私には、私たちの主イエス・キリストの⼗字架以外に誇りとするものが決してあってはなりません。この⼗字架
によって、世界は私に対して⼗字架につけられ、私も世界に対して⼗字架につけられたのです。｣ 


